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イネのファイトアレキシン生産に暗黒条件が与える影響
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【植物化学研究室】

本発表では、イネの抗菌性二次代謝物質ファイトアレキシンの生産の光による制御について報告した。ま

ず、いもち病菌感染もしくはCuCl2処理応答的なファイトアレキシン生産が暗黒下では強く抑制されること

を見出した。次に、ファイトアレキシン生産の制御に関わる二次シグナルとして植物ホルモンであるジャス

モン酸とサイトカイニンについて解析を行った。その結果、いもち病菌感染もしくはCuCl2処理応答時にお

いて、サイトカイニンの蓄積が暗黒下で顕著に減少していることが見出された。さらに、ジャスモン酸もし

くはサイトカイニン処理により誘導されるファイトアレキシン生産についてもが暗黒下で顕著に抑制されて

いた。これらのことからイネのファイトアレキシン生産において、光はサイトカイニンの蓄積およびジャス

モン酸とサイトカイニンの下流シグナル伝達に影響を与えると考えられる。

 本研究は、植物化学研究室の平成29年度の卒業論文研究の一環として行われ、卒研生が発表を行った。
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イネにおけるジテルペン型ファイトアレキシン生産の光制御


